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キーワード

健康増進、疾病予防をスポーツ医
学の観点から取り組みます。

■健康

超高齢社会を迎え、運動を介し認
知症予防を目指します。

■認知機能

身体活動を通し、体力向上を図り
ます。

■体力

効果的な身体活動の方法・頻度・
種目などを研究。

■身体活動

運動は健康に良いとされていますが、実際に運動によって人体にどのよ
うな変化が起こっているのでしょうか。「スポーツ医学」は、こうした運動
と人体の関係を科学的に解明するものであり、なかでも私は内科的な
疾患への運動効果に焦点を当てた研究を行っています。近年の研究を通
して腎臓疾患において厳禁とされていた運動が合併症のリスク軽減など
に効果があることが明らかになり、運動が疾病及びその合併症の予防
や改善、さらには医療費の負担軽減に寄与するものであると期待されて
います。現在、医療機関と協力し、慢性腎不全患者における効果的な運
動を検証中です。また、中高齢者や疾病者が運動を継続できるように、
負担の少ない運動の開発も行っています。
一方で、スポーツ現場に目を向けると、競技者の異変にいち早く気付くこ
とができるのは指導者やトレーナーであり、現役の指導者やトレーナー
志望者などが「スポーツ医学」を学ぶことには大きな意味があります。
「健康管理論特論」では、自身の健康診断結果を用いてデータの見方・解
釈の仕方を学ぶほか、いち早く競技者の健康状態の変化に気付けるよ
う身体に見られる症状も学びます。疾病予防から健康増進、競技力向上
までを目的に、幅広い領域からスポーツ医学に寄与し、現場に生かして
ほしいと願っています。


